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この事例集は、ワーケーション自治体協議会の協力のもと、同協議会
所属の地方自治体のうち１道８県と21市町におけるワーケーション関
連事業の概要をとりまとめたものです。

「企業向けワーケーション導入ガイド」とあわせてご活用いただくことで、
ワーケーションの導入を検討する企業の皆様の参考に供することを目的
にしています。

【ワーケーション自治体協議会とは】
和歌山県及び長野県が全国の自治体に参加を呼びかけ、ワーケーションの普及促進を目的として
2019年11月に65自治体により設立。2022年7月19日時点で207自治体（1道23県183市
町村）が参加。
会長：和歌山県仁坂知事、会長代行：長野県阿部知事、監事：鳥取県平井知事

※掲載内容は2022年7月現在の情報です。変更が生じている場合がありますので、最新情報は
各自治体にご確認ください。
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地方自治体名索引
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道 県

北海道 ･･･P.３

神奈川県 ･･･P.４

富山県 ･･･P.５

長野県 ･･･P.６

三重県 ･･･P.７

和歌山県 ･･･P.８

愛媛県 ･･･P.９

宮崎県 ･･･P.10

鹿児島県 ･･･P.11

市 町

北海道富良野市 ･･･P.12

北海道長沼町 ･･･P.13

北海道鹿追町 ･･･P.14

茨城県かすみがうら市 ･･･P.15

神奈川県鎌倉市 ･･･P.16

神奈川県逗子市 ･･･P.17

新潟県糸魚川市 ･･･P.18

富山県氷見市 ･･･P.19

福井県福井市 ･･･P.20

福井県高浜町 ･･･P.21

長野県岡谷市 ･･･P.22

長野県諏訪市 ･･･P.23

長野県茅野市 ･･･P.24

長野県飯島町 ･･･P.25

鳥取県鳥取市 ･･･P.26

広島県呉市 ･･･P.27

広島県福山市 ･･･P.28

長崎県長崎市 ･･･P.29

長崎県佐世保市 ･･･P.30

宮崎県宮崎市 ･･･P.31

宮崎県日向市 ･･･P.32



愛わん

概要

◆北海道では、道内市町村※のテレワーク施設の情報をはじめ、インセンティブ情

報や各種イベント情報などワーケーションに関する様々な情報をまとめたポータル

サイトを開設しています。

◆また、ポータルサイトを通じて、ご希望の市町村とのマッチングやニーズに応じた

プラン提案、コーディネートを行います。

※R4.6現在：７９市町村の情報を掲載

実施
期間

通 年

事業
種別

◆ 情報発信
◆ マッチング

URL
https://hokkaido-work-
vacation.com/

問い合わせ先
◆北海道総合政策部地域創生局地域政策課移住交流係 ℡011-204-5089        担当：東野、林、岡田

◆北海道２１世紀総合研究所調査研究部（ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口）℡011-231-3053 担当：佐藤、菅原、高松

北海道 北海道型ワーケーションの普及・展開
企業型 個人型

道内での
ﾜｰｹｰｼｮﾝを

検討する

企業

・

個人

市町村

ワンストップ

窓口

（ポータル

サイト）

問い合わせ

申し込み

マッチング

コーディネート

情報発信情報提供

＜ イメージ ＞

ポータル
サイト

Face
book

Insta
gram
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概要

◆神奈川県の県西地域において、ワーケーションのモデルツアーを開催します。

◆「地域との交流」を組み込んだ２泊３日程度のツアーを2022年度秋から冬にか

けて実施します。

◆今後、都市部に拠点を有する企業等から参加者の募集を予定しています。

◆参加企業や参加者個人に対する費用補助はありません。

実施
期間

2022年度 秋 ～ 冬

事業
種別

◆モデルツアーの開催

URL
https://www.pref.kanagawa.jp/doc
s/y2w/kenseipj/workation.html

問い合わせ先 神奈川県政策局自治振興部 地域政策課 電話０４５－２１０－３２６０

神奈川県 かながわ西・広域ワーケーションモデル事業
企業型 個人型

かながわ西・広域ワーケーション

➢ 箱根・小田原や足柄地域などを含む 神奈川県西部の「かながわ西エリア」は、
海・山・川などの自然に恵まれ、歴史的な建築物や温泉など、多彩な魅力に
溢れた地域です。

➢ 都心からのアクセスも良く、比較的気軽にワーケーションに取り組める地域です。

➢ こうした、かながわ西エリアの魅力を詰め合わせた モデルツアーを開催します。

地域との交流

➢ モデルツアーでは、地域との交流を通じて、例えば、農業の担い手不足や
鳥獣害など、地域の困りごとを知って一緒に解決策を考える、といった体験
コンテンツを組み込むことにしています。
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概要

◆県内全域のワーケーション関連情報（モデルプランや体験レポート、コワーキング

スペース、宿泊施設等）に係る公式ポータルサイト「めぐるとやま」を運営。ポータ

ルサイトやSNS等のツールを活用した情報発信。

◆ワーケーション実施に係る相談やコーディネートを一元的に引き受ける窓口を設

置。

◆関係人口の創出を図るため、県外の民間企業や団体、企業等に所属する社員、

個人事業主等が、富山県内で行うワーケーションの経費を一部助成。

実施
期間

2022年4月1日
～2023年3月31日

事業
種別

◆体験イベント等の開催
◆必要経費の助成

URL
https://megurutoyama.jp/
https://www.pref.toyama.jp/100
224/220603workation.html/

問い合わせ先 富山県知事政策局成長戦略室ウェルビーイング推進課 Tel:076-444-8489 Mail:aseichosenryaku@pref.toyama.lg.jp

富山県 とやまでワーケーション推進事業
企業型 個人型

◆ポータルサイト「めぐるとやま」

対象者 対象経費 補助条件 補助率 上限額

◆県外民間企業、
団体等
◆県外民間企業、
団体等に所属す
る個人
◆県外のフリー
ランス・自営業
者等

ワーケー
ションの実
施に要する
経費のうち、
ワーケー
ション実施
者（同行す
る社員等の
家族も含
む）の県内
宿泊費

◆県内で２泊以上
すること
◆SNS等で県内での
ワーケーションの
実施状況（テレ
ワーク環境や地域
の情報等）を発信
すること
◆国、県、市町村
その他公的支援機
関等から同趣旨の
助成金の交付を別
途受けていないこ
と

１／２
（一人
あたり
５千円/
泊上
限）

◆１個人あ
たり２万５
千円
◆１企業
（団体）あ
たり
１０万円

◆とやまワーケーション推進事業助成金
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概要

◆普段の職場や居住地から離れ、信州ならではの魅力あふれる地域に滞在して仕

事をする新たなライフスタイルとして信州リゾートテレワークを推進

◆メディアタイアップ広告やSNS広告、ホームページの運営により、信州リゾートテレ

ワークの魅力、県内各地域のワークスペース（100か所以上）や実践事例をPR

◆「信州リゾートテレワーク推進チーム」を立ち上げ。県内のワーケーション自治体協

議会参加市町村等により構成。地域の受け入れ環境の底上げのため、先進事

例の共有、情報交換会等を行う。

実施
期間

2022年4月1日
～ 2023年3月31日

事業
種別

◆PR事業、県内事例共有支援

URL
https://shinshu-
resorttelework.com

問い合わせ先 長野県産業労働部産業立地・IT振興課 Mail : ritti-it@pref.nagano.lg.jp   Tel : 026-235-7198

長野県 リゾートテレワーク推進事業
企業型 個人型

ワークテラス佐久

信濃町ノマドワークセン
ター

232work&hotel(軽井沢町）

富士見町森のオフィス

ワークスペースの一例

Hiroen(山ノ内町）
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とこわかワーケーション SDGsプログラム造成事業

概要

◆企業やその社員を対象に、SDGsへの貢献や働き方改革の推進、地域課題の

解決につながるワーケーションプログラムの造成を行います。

◆ワーケーションの導入を検討されている企業の皆様と連携してニーズの掘り起こし

を行うとともに、造成されたプログラムを実際に体験（テストマーケティング）いただ

き、そのフィードバックのもとブラッシュアップを行います。

◆テストマーケティングの参加費は三重県で負担します。ぜひ、貴社のワーケーション

導入に向けた視察や制度設計の検討にご活用ください。

問い合わせ先
三重県 雇用経済部 県産品振興課 営業推進班（鈴木・佐藤） 
TEL 059-224-2386  MAIL : eigyo@pref.mie.lg.jp

三重県

企業型 個人型

ワーケーション目的地として三重を選ぶ７つの理由：
①県が中心となってワーケーション誘致や二次創業を支援しており、県内にも受け入れを歓迎する地域や新たに整備された施設が多い。

②空港や新幹線停車駅はないが、首都圏や関西圏、中部圏からのアクセスが良く、物流ネットワークの恩恵も受けている。

③第一次から第三次まで幅広い産業が発展し、伝統と革新が共存する豊かな産業文化がある。

④自然が豊かで、山岳地帯からシーサイドエリアまで地形も多彩で、体験できるアクティビティも豊富である。

⑤上記③、④により、貴社のワーケーションニーズ（チームビルディングや研修、イノベーション等）の選択肢が豊富である。

⑥一年を通じて気候が温暖で、山の幸・海の幸に恵まれており、新鮮な高級食材も地元価格で楽しむことが出来る。

⑦古くから持続可能性を体現してきた伊勢神宮や自律的に資源保護に努めてきた海女漁等があり、SDGsと親和性の高い歴史がある。

実施
期間

2022年 夏～冬

事業
種別

◆体験イベント等の開催
◆必要経費の助成

URL
https://workation.pref.mie.lg.jp
/
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概要

◆全国の自治体に先駆けて 「ワーケーション」の取組を推進してきた和歌山県。

そんな和歌山県だからこそ辿り着いた「企業の課題解決型ワーケーション」を体

験してみませんか？

◆和歌山県のワーケーションは、企業の視点を持ったコーディネートとローカルな素

材を掛け合わせ、あらゆるフェーズの企業を受け入れる体制を整えています。

◆2017年度～2021年度の５年間で、159社 1,373名が体験されています！

◆2022年度は、ワーケーション関係者が一堂に会するイベントを企画中！

実施
期間

2022年4月～2023年3月

事業
種別

◆体験イベント等の開催

URL
https://wave.pref.wakayama.lg.jp/
020400/workation/

問い合わせ先 和歌山県企画部企画政策局情報政策課 Mail：wwp_info@pref.wakayama.lg.jp Tel：073-441-2406

和歌山県 和歌山ワーケーションプロジェクト
企業型 個人型

【HPはこちら】

世界遺産・熊野古道・道普請ローカルビジネス創出型

地域交流型 チームビルディング型

プログラム例
和歌山県が作成したホワイトペーパー
(企業向けワーケーション導入手引書)

【FBはこちら】

【ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ】

【受入体制】
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概要

◆県外の企業が愛媛県内で実施するテレワーク勤務実証実験を支援します。

◆愛媛県内のコワーキングスペースやシェアオフィスで愛媛の暮らしや魅力を感じながら、

地域でのテレワーク実証実験をしませんか。

【補助対象者】

愛媛県内にサテライトオフィス等を有していない県外の事業者

法人としてすでに１年以上の事業活動実績がある企業

【補 助 条 件】

テレワーク勤務を通じて、検証する内容が明確であること

テレワーク勤務環境や効果等の情報発信を行うこと

【補 助 金 額】上限70万円

実施
期間

2022年4月1日
～ 2023年2月28日

事業
種別

◆交通費・宿泊費・交流体験料の
必要な経費の補助

URL
https://www.pref.ehime.jp/h
12900/ijyuu/kigyouteleworkki
nmuhojyo.html

問い合わせ先 愛媛県 企画振興部 地域政策課 ℡：089-912-2261 E-mail：chiikiseisak@pref.ehime.lg.jp

愛媛県 企業テレワーク勤務実証実験補助
企業型 個人型

テレワーク勤務の様子 コワーキングスペースでの企業間交流の様子
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概要

◆ＳＤＧｓ・ＣＳＲや地域課題解決など地域とのつながりを求める企業約１５

社と宮崎県内市町村とをマッチングし、ワーケーションを体験していただきます。

◆ワーケーションは、２泊３日を想定しており、１企業あたり２名分の経費（旅費、

宿泊費、施設等使用料、プログラム体験料、意見交換会費等）を県が負担し

ます。

◆ワーケーション期間中は、委託業者が同行します。

実施
期間

2022年9月頃 ～2023年2月まで

事業
種別

◆マッチング
◆必要経費の補助

URL
https://iju.pref.miyazaki.lg.jp/
workation/

問い合わせ先 宮崎県総合政策部中山間・地域政策課 村脇 メール：chusankan-chiiki@pref.miyazaki.lg.jp

宮崎県 みやざきワーケーション企業版関係人口拡大プロモーション
企業型 個人型

みやざきワーケーションホームページは

こちら！！
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概要

◆目的：地域の市町村，企業，団体との連携を検討している県外企業や鹿児

島への移住を見据えている個人がワーケーションを実施する際に係る経費を助成

することにより，関係人口の創出・拡大を図る。

◆補助対象者：県内に事業所を有しない県外の法人企業，県外在住の個人

◆補助率：３／４

◆補助上限額：15万円／人（※県内に１週間以上滞在すること。）

◆補助対象経費：宿泊費，住居賃料，施設利用料，交通費，その他

※その他詳細に関しては，鹿児島県のホームページにてご確認ください。

実施
期間

2022年４月～

事業
種別

◆必要経費の助成

URL
鹿児島県公式ホームページ
(pref.kagoshima.jp)

問い合わせ先 ◆鹿児島県産業人材確保・移住促進課 移住促進係 TEL：099-286-3098/FAX:099-286-3599

鹿児島県 かごしまワーケーション実施支援事業

☆パンフレット

☆ホームページ

企業型 個人型
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概要

市外の社員等【企業・団体の役員・社員（職員）又はフリーランス・個人事業

主】が、本市の宿泊施設に滞在し、テレワークや研修などの仕事と余暇を両立した

ワーケーションを実証した場合、市内の宿泊費及びレンタカー利用料の一部を助

成します。

実施
期間

2022年4月1日 ～2023年3月31日
※予算が無くなり次第終了

事業
種別

◆必要経費の助成

URL
https://www.city.furano.hokkaido.jp
/life/docs/2021031700026.html

問い合わせ先 富良野市企画振興課企画振興係 ℡ 0167-39-2304

北海道富良野市 ワーケーション実証費用助成金
企業型 個人型

助成対象経費 助成限度額 助成割合 単位 備考

宿泊費（素泊り又は朝食付き）
5,000円 1/2以内

1泊/1人 7連泊分まで助成
10,000円 3/4以内※１

レンタカー利用料 2,500円 1/2以内※２ 1日 8日分まで助成

※１市と事前協議した上で、市が主催又は関与する地域振興・課題解決を目的とした企画イベント等への 

参加のほか、社員等が社会貢献活動への参加又は自ら行う場合、宿泊費の助成限度額、助成割合を 

引き上げます。 

※２レンタカー利用料で免責補償等の保険料は利用料に含みますが、オプション・装備品や出発店舗と 

異なる店舗に返却できる片道利用（乗り捨て）の加算分は含みません。 

・富良野市内に４泊以上滞在（連泊に限る・宿泊施設の変更は可）すること。 
・レンタカーを利用する際には、富良野市内または旭川空港、新千歳空港の営業所で借りる 
場合に限ることとし、宿泊助成を受ける期間内とすること。 

・ワーケーション実証期間中の消費（支出）額を積算、算出すること。 
・同一期間中に同一の企業等に所属する社員等による実証は、１０人以内であること。 
・同一社員等が年度内に実証できるのは 2回までとする。 
・同一企業の社員等が年度内に実証できる延べ人数は、２０人以内であること。 
・滞在期間中、ワーケーションの実施を SNSで紹介し、本市の魅力を拡散すること。 
 実証終了後は市に体験記を提出すること。 

・滞在期間中、本市の関係者と 1回以上、情報交換会あるいは交流会に参加すること。 

助
成
要
件
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https://www.city.furano.hokkaido.jp/life/docs/2021031700026.html


概要

◆利用者はワーケーション期間中に町が提示するチームビルディングプランを実施。

また、町内でできる新たなチームビルディングプランを作成する。プラン実施時に係

る必要経費は町が助成。プランを実施することにより社員同士の社会的関係や

チーム力を強化する。

◆町内のコワーキングスペース（ながぬまホワイトベース）の使用料を町が助成。

◆町内の楽しみ方を案内する現地コーディネーターを設置。

◆宿泊場所としてお試し暮らし体験住宅を活用。

実施
期間

2022年4月1日
～ 2023年2月28日

事業
種別

◆必要経費の助成

URL
https://www.maoi-
net.jp/shokai/iju_teiju/naganuma
workation/teambuilding.html

問い合わせ先 長沼町政策推進課企画政策係 TEL：0123-76-8015 MAIL：seisakusuishinka@ad.maoi-net.jp

北海道長沼町 長沼町ワーケーション×チームビルディング創生事業
企業型 個人型
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概要

地域と企業の課題解決（かいけつ） × ツーリズム ＝ 「かいけつーリズム」

環境省脱炭素先行地域・ゼロカーボンシティ宣言のまち、日本ジオパーク・国立公

園・SDG’S推進のまち、過疎のまち「鹿追町」で、企業と地域がお互いの課題解決

の入口に一緒に立つための旅（ツーリズム）を行う北海道鹿追型のワーケーション。

参加者への助成・補助はありません。一緒に課題解決に向かう企業、ワーケーション

を一緒に創っていただく企業を募集しています。

実施
期間

2022年7月～2023年３月

事業
種別

◆環境の町「鹿追町」での課題解決
型ワーケーション

URL
https://hokkaido-work-
vacation.com/model-
list/shikaoi/

問い合わせ先 一般社団法人En 電話：090-7583-8927 Mail : shikaoigreent@gmail.com

北海道鹿追町 鹿追型ワーケーション かいけつーリズム
企業型 個人型

地域の課題地域の魅力
組織力の強化

多様な働き方 昨年度モニターツアーの様子

観光庁HP
で紹介!!

北海道FM
で紹介!!
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https://hokkaido-work-vacation.com/model-list/shikaoi/


概要

◆（アグリワーケーション）農業をテーマとした「農業体験プログラム」および「スマー

ト農業実証プログラム」を開催し、本市への新規就農の促進や、アグリテック企

業と市内農家のマッチングによる農作業の効率化等に繋げるとともに、アグリテッ

ク企業の誘致や関係人口の創出に取り組みます。

◆（SDGs人材育成ワーケーション）ＳＤＧｓをテーマとした人材育成プログラ

ムに、域外企業のほか、大学生や市内事業者が参画し、森でのフィールドワー

ク体験や講座を通して、多様な出会いの場を形成します。地域内外の人材

マッチングやサステナビリティ感性の向上による企業価値向上、地域課題を統

合的に解決するための地域循環デザイン等、持続可能な地域づくりの形成を

図る取組です。

実施
期間

2022年７月～2022年１２月

事業
種別

◆体験イベント等の開催

URL

★アグリワーケーション★
https://lifull.com/news/23717/

★SDGs人材育成ワーケーション★
https://prtimes.jp/main/html/rd
/p/000000002.000102729.html

問い合わせ先 茨城県かすみがうら市 産業経済部 地域未来投資推進課 029-875-6223

茨城県かすみがうら市 SDGs人材育成＆農業（ｱｸﾞﾘ）ﾜｰｹｰｼｮﾝＰＪ
企業型 個人型
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概要

◆鎌倉にワーケーションで訪れる人に対し、現地で暮らし、働くコーディネーターが

直接相談を受け、期間中のプランを提案する。

＜ワーケーションメニューの例＞

1. 食と農業のワーケーション

2. ものづくりワーケーション

3. コミュニティワーケーション

4. サスティナワーケーション

実施
期間

2022年3月～

事業
種別

◆体験イベント等の開催

URL
https://yoritomoworkation.wixsite
.com/yoritomoworkation

問い合わせ先 〒248-0013 神奈川県鎌倉市材木座2-1-17 関係案内所はつひので https://hatsuhinode.studio.site/

神奈川県鎌倉市 YORITOMO WORKATION

写真・図 など
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企業型 個人型

https://yoritomoworkation.wixsite.com/yoritomoworkation
https://hatsuhinode.studio.site/


①の補助金を使ってワーケーションを行った法人が、

事業所等を開設する費用を補助します。

概要

◆逗子市内でのワーケーション実施費用を補助します。また、ワーケーションを実施した

企業が、市内で事業所等を開設する際の開設費用を補助します。

◆補助対象者：本店所在地が市外の法人で、逗子市内に支社や支店、営業所な

どを有していない、中小企業者または小規模企業者

◆補助額：

① ワーケーション実施の費用 【１/２補助、１法人あたり上限 20 万円】

② 事業所等の開設費用【１法人あたり 最大 50 万円】

実施
期間

2022年5月31日
～ 2023年1月31日

事業
種別

◆必要経費の助成

URL
https://www.city.zushi.kanagawa
.jp/syokan/kikaku/workation-
hojyokin.html

問い合わせ先 逗子市経営企画部企画課企画係 ℡：046-873-1111（内線311） Eメール：kikaku@city.zushi.lg.jp

神奈川県逗子市 逗子市おためしワーケーション補助金
企業型 個人型

① ワーケーション実施費用

宿泊費・交通費 ワークスペース利
用料

体験・アクティビ
ティ利用料

② 事業所等開設費用

本店登記費用

⇒市内に本店登記・
本店移転登記を
行った場合の登記
費用

最大20万円１/２補助 １法人あたり上限２０万円

逗子市内でのワーケーション実施の費用を幅広く補助します。

２回以上のワーケーション実施などの補助要件があります。
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事業所等開設費用

⇒市内に事業所等を
開設した場合の移
転費用や賃貸物
件の礼金 など

最大30万円

https://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/kikaku/workation-hojyokin.html


概要

◆国内で初めて認定されたユネスコ世界ジオパークの地域資源を活用し、企業型

で「防災」、個人型で「親子」をテーマとしたワーケーションプログラムを提供していま

す。

◆糸魚川ー静岡構造線の断層露頭が見学できるフォッサマグナパークや塩の道、

シーサイドバレースキー場のある根知地区において、ワーケーション体験ができる移

住体験交流施設「水上」がご利用可能です。

実施
期間

通年

事業
種別

◆ワーケーション相談
◆必要経費の負担軽減

URL
◆糸魚川市ワーケーションポータルサイト
https://aete-itoigawa.com/

問い合わせ先 ◆糸魚川市総務部企画定住課人口減対策係 ℡：025-552-1511 Mail:kikaku@city.itoigawa.lg.jp

新潟県糸魚川市 日本海シーサイドテレワーク
企業型 個人型

移住体験交流施設「水上」
１泊２日～６泊７日/無料プログラム提供については、日本ワー

ケーション協会公認コンシェルジュが
サポートします。ワーケーションに対応
した宿泊施設やワークスペースはポー
タルサイトからご確認ください。

東京駅から新幹線で約２時間紅ズワイガニが有名
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概要
◆氷見市外の企業、社員、個人事業主の皆様が市内の宿泊施設に滞在しな

がらワーケーションの実証に取り組むための費用を助成します。

実施
期間

2022年4月4日
～2023年3月15日

事業
種別

◆必要経費の助成

URL
https://www.city.himi.toyama.jp
/gyosei/soshiki/kankokoryu/2/7
365.html

問い合わせ先 氷見市産業振興部観光交流課 ０７６６－７４－８１０６

富山県氷見市 氷見市ワーケーション実証費用助成金
企業型 個人型

(1)市内に本店や営業の拠点などを持たない企業、
個人事業主

(2)上記の事業に従事する社員等（役員含む）

〇助成の対象者

〇 助成対象経費

〇 助成の条件

(1)氷見市内で３連泊以上すること。

(2)氷見市内でのワーケーションの実証をSNS 
で発信すること。

(3)同一期間中の同一企業等に所属する社員等
による実証は１５人以内とすること。

(4)氷見市や（一社）氷見市観光協会等
（国、県を含む）の実施する同種の助成金
等を併用しないこと。

(5)令和５年３月１５日までにワーケーションを
実施のうえ申請書を提出すること。
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https://www.city.himi.toyama.jp/gyosei/soshiki/kankokoryu/2/7365.html


概要

◆福井市の「越前海岸エリア」と「東郷エリア」の2地域でワーケーションのモニターを募

集します。新しい働き方や暮らし方や、地域住民との交流を通した地域活性化に

興味のある方のご参加をお待ちしています。

◆滞在にあたってのプラン作成や体験メニュー・宿泊施設の予約については、日本ワー

ケーション協会公認のコンシェルジュがサポートします。

◆2泊3日以上のワーケーションを実施し、体験レポートを提出いただいた方には謝礼

として１万円をお支払いします。

実施
期間

2022年6月下旬～2023年1月
(予算上限に達した場合は上記より前に募集を終了)

事業
種別

◆必要経費の助成（体験レポート提
出に基づく謝礼支払）

URL
http://www.city.fukui.lg.jp/sigo
to/syoukou/tsinkou/p023468.h
tml

問い合わせ先 福井市未来づくり推進局まち未来創造課 ℡ ： 0776-20-5230 Mail : machi-m@city.fukui.lg.jp

福井県福井市 ふくいワーケーションモニタープログラム
企業型 個人型

「日本海まで徒歩0分」のオフィスが魅力の越前海岸エリア 昔懐かしい街並みが残り、地域住民との交流が楽しめる東郷エリア
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http://www.city.fukui.lg.jp/sigoto/syoukou/tsinkou/p023468.html


概要

◆ワーケーションつながりWEEK（春、秋、冬3回程度開催）

「Well-being」を学び・考え・動き出すをテーマに、町内のイベントやまちづくり活動

団体とのつながりを創る機会。Social Well-being Fesなど、関係人口と共に

発信する場づくりも進行中です。

◆助成（企業型、個人型ともに同様です） ※レポート提出など条件あり

・宿泊費（素泊まり）上限6,000円×3泊（企業型の場合は相談ください）

・JR小浜線利用者限定でJR往復交通費の１/2（上限2万）

実施
期間

2022年6月 ～ 随時
(コロナの状況、予算の範囲内で実施)

事業
種別

◆体験イベント等の開催
◆必要経費の助成

URL
https://wakasa-
takahama.jp/workation/

問い合わせ先 高浜町総合政策課 担当：野村 メール seisaku@town.takahama.fukui.jp  電話0770-72-7711

福井県高浜町 Well-being・SDGｓワーケーション
企業型 個人型
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概要

◆対象

岡谷市内で２泊３日以上のワーケーション活動を実施する企業等

◆補助対象経費

交通費：補助率1/2、宿泊費：補助率1/2、レンタカー借上料：補助率1/2

※いずれも上限あり

◆特典

市内うなぎ料理店等で利用できる共通利用券お一人2,000円分や岡谷市文化

施設５館共通入館券等のプレゼント、e-バイクの無料貸出など

実施
期間

通年（予算の範囲内）

事業
種別

◆必要経費の助成

URL
https://www.city.okaya.lg.jp/so
shikikarasagasu/shogyokankoka
/409/740/19212.html

問い合わせ先 岡谷市商業観光課 TEL：0266-23-4811（内線：1454） メール：shogyo@city.okaya.lg.jp

長野県岡谷市 岡谷市ワーケーション等実施支援補助事業
企業型 個人型

行程作成におけるご相談対応や、見学施設等

との調整、コワーキングスペースのご紹介などもさ

せていただきます。

岡谷でワーケーションしてみませんか？
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長野県諏訪市 SUWA－ケーション事業

概要

◆諏訪市でのワーケーション（「SUWA－ケーション事業」）の本格化に
向けた実証事業

◆2種類のモニターツアーの実施
①親子ワーケーション～諏訪市で夏休みの自由研究！～
②経営者層向け～SUWA－ケーション視察・体験会～

◆モニターツアーの為、少ない費用負担でご参加いただけます。
日程・費用などの詳細が決まり次第お知らせします。

実施
期間

①2022年8月24日（木）～27日（土）
②2022年10月5日（水）～7日（金）

事業
種別

◆モニターツアーの実施

URL
◆諏訪観光協会 SUWA－ケーションサイト
https://www.suwakanko.jp/suwacation/

問い合わせ先
諏訪市 産業連携推進室（担当：茅野、宮尾)
TEL:0266-52-4141(内451）Mail：sangyorenkei@city.suwa.lg.jp

企業の皆様へ・・・
ワーケーションを通じて社員同士のコミュニケーションを深めるのも良し。
ものづくりが盛んな諏訪市で新たなビジネスの種を探すも良し。
社員やその家族への還元として、子供を連れて諏訪に行くのも良し。

諏訪湖や霧ヶ峰をはじめとする豊かな自然、
日頃の疲れを癒す温泉、おいしい地酒と食
そんな諏訪市でSUWA－ケーションをお試し下さい！！

SUWA－ケーションにご興味のある方、
お気軽にお問合せ下さい。

▲諏訪の酒蔵 ▲スワコカヤック ▲諏訪湖の花火

▲諏訪湖ビューのスポット、お寺でテラワーク、リモート会議もOK
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企業型 個人型

https://www.suwakanko.jp/suwacation/


概要

◆八ヶ岳西麓の豊富な観光資源、コワーキングスペース、リゾートホテルからペンショ

ン、キャンプ場、別荘など幅広い宿泊施設、日本一の天然寒天生産や泉質豊

かな温泉など、特色ある地域素材、人材などを取り入れて、お客様のご要望

（自分らしく働く、ウェルネス促進、コミュニケーションやチームビルディング強化）に

沿ったワーケーションのご相談、体験ツアーの作成をお受けします。

実施
期間

ご希望の期間

事業
種別

◆ワーケーション相談
◆ワーケーション体験ツアー

URL
https://www.city.chino.lg.jp/so
shiki/syoukou/workation-
portal.html

問い合わせ先 一般社団法人ちの観光まちづくり推進機構 0266-73-8550 workation@chinotabi.jp 

長野県茅野市 Workation In Chino！
企業型 個人型
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概要

◆飯島流ワーケーションは、従来の「仕事+観光」のワーケーションに、ストレス発散

効果に優れた「農業ヒーリング」をプラスした独自のワーケーションを実施しています。

◆飯島町の基幹産業である農業を軸に「スローライフ」・「癒し」を求める皆様が、田

舎暮らしの達人から「農業」を体験プログラムとして学べます。

◆人的交流から関係人口を創出し、地域活性化と農業の担い手確保を図り、持

続可能な「いいじままち」を一緒に創りませんか。

◆各農業体験プログラムや宿泊・お食事ともに、スタッフがサポートします。

実施
期間

2022年4月29日 ～ 通年

事業
種別

◆体験イベント等の開催

URL https://ii-workcatin.com/

問い合わせ先
飯島流ワーケーション推進協議会 「 ii（いい）ネイチャー春日平(かすがだいら）」

℡： tell: 080-5140-8582 mail：agrimultiworkpj@gmail.com

長野県飯島町 飯島流ワーケーション事業
企業型 個人型

「ヒーリング」と聞くと、身構えてしまう人も少なくないと思います。

飯島町の「農業ヒーリング」は、野菜や土にふれることによる心の癒し効果に着目。

ストレスを見える化（数値化）し、本当のじぶんを取り戻す。そんな「お手伝い」ができればと思っています。

25

https://ii-workcatin.com/


概要

◆趣旨 空き家の活用をベースにした持続可能なまちづくりを20年以上続けてきた、

いんしゅう鹿野まちづくり協議会を題材にし、持続可能なまちづくりのあり方を

探ると共に、鹿野町をベースに活動を続けてきた劇団「鳥の劇場」との

コラボ・ワークショップで自己の表現力・コミュニケーション力を伸ばします。

◆参加対象

・鳥取県外に本社をおく企業・団体にお勤めの方

・特に、人材育成、地方創生・CSR/SDGs、総務・経営事業企画部門の方

◆実施時期 2022年10月～11月

※現地でのモニターツアーの前後にオンライン研修を実施します

◆ プログラム費用 66,000円（税込）／1名様（モニターツアーにつき特別料金！）

（現地までの交通費、食事代はご負担いただきます）

実施
期間

◆【プログラムⅠ】
2022年10月6日(木)～ 8日(土)

◆【プログラムⅡ】
2022年11月13日(日)～15日(火)

事業
種別

◆体験イベント等の開催

URL
https://tottori-mirai-
city.jp/learningworkation/

問い合わせ先 一般社団法人 麒麟のまち観光局 📞0857-50-1785 ✉network@tottori-inaba.jp

鳥取県鳥取市 ラーニングワーケーションモニターツアー＠鳥取市鹿野町
持続可能な「まちづくり」から、“サステナブルな自分”をつくる

企業型 個人型

持続可能な「まちづくり」

「いんしゅう鹿野まちづくり協議会」は、空き家活用を軸とした
取り組みで、20年以上も活動を継続しています。持続可能
なまちづくり・仕組みづくり、そしてモチベーションの継続にはどん
な秘訣があるのでしょうか。

持続可能な「自分づくり」

先行き不透明な時代を生き抜くための表現力・コミュニケー
ション力の大切さが、あらためて問われています。鹿野町で活
動する「鳥の劇場」による演劇ワークショップを通じた「自分づく
り」にチャレンジしてみませんか。

「サステナ創動力」

「いんしゅう鹿野まちづくり協議会」を学ぶ 「鳥の劇場」で学ぶ

事前オンライン研修

ワーケーション
プログラムⅠ（鹿野町）

事後オンライン研修

インターバル研修

ワーケーション
プログラムⅡ（鹿野

町）

120分

2泊
3日

120分

2泊
3日

１カ月
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概要

呉市でワーケーションを実施いただき，アンケート等に回答いただいた方を対象に，

モニター報償金を支給します。地域交流の場の設定や，ワーケーションプランの作成

など，地域コーディネーターによるサポートも可能です。

＜対象者＞

呉市外の企業・団体等に所属している方，呉市外の個人事業主の方

＜報償金額＞

１人あたり最大３万円，参加人数に応じて最大１５万円（最大５人まで）

※支給条件や手続きの流れ等，詳細はＵＲＬを参照ください。

実施
期間

2022年７月13日 ～10月５日
※11月～２月頃にも実施予定

事業
種別

必要経費の助成

URL
https://www.city.kure.lg.jp/soshiki/
7/workcationmonitor.html

問い合わせ先 呉市 企画部 企画課 TEL:0823-25-3273 MAIL：kikaku@city.kure.lg.jp

広島県呉市 せとうち・くれワーケーション モニター制度

海のまち呉には，瀬戸内海の美しい島々の風情や受け継がれるたくさんの歴史，おいしいグルメなどたくさんの魅力があります。
呉市でワーケーションを実施いただき，その魅力をぜひ実感してください。

【ワーケーション おすすめポイント】

①ワーク環境
美しい自然を目の前に

した環境が整い，リフレッ
シュしながらワークすること
ができます。

②アクティビティ
マリンアクティビティはもち

ろんのこと，サイクリングやト
レッキングも盛んです。

③おいしいグルメ
牡蠣や柑橘類など，お

いしいグルメが豊富です。

瀬戸内海の多島美

27

企業型 個人型
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概要

◆ワーケーションふくやまの特徴

オンリーワン・ナンバーワンの技術を持つ市内企業や、地域で活躍するキーパーソンとの交

流機会をコーディネートいたします。「人との出会い」をきっかけに地方都市が抱える課題に

触れ、その解決に向けて一緒に考えていただく中で、ビジネスやキャリア形成における新しい

アイデアが生まれるようサポートいたします。

【事例１：フラワーロスの解消】

2025年の世界バラ会議の開催地に選ばれた「100万本のばらのまち」。

その一方で生じている「フラワーロス」（観賞用としての役割を終えた花木の廃棄）という

課題の解決に向け、首都圏の企業と市民団体が意見交換を行いました。

【事例２：デニム産業の活性化】

「生産量日本一のデニム」。今後、その魅力をより一層高めていくため、市内関連事業者

との意見交換や、デニムの製造工程を知る機会を通じて、参加者自身のキャリアを生かし

てどのような関わりができるかを考えていただきました。

【事例３：瀬戸内の海を守ろう】※予定

海洋プラスチック問題を課題として設定するなど、SDGｓへの貢献をテーマとしたプランも

検討中です。

◆助成制度について（詳細はホームページをご確認ください。）

交通費や宿泊費などの２分の１を補助します。（上限50万円）

◆交通アクセス（新幹線「のぞみ」・「さくら」が停車します。）

JR東京駅から約３時間３０分 JR新大阪駅から約１時間

実施
期間

2022年６月１日
～ 2023年２月28日

事業
種別

◆市内企業・地域との交流機会
のコーディネート

◆必要経費の助成

URL
https://www.city.fuk
uyama.hiroshima.jp/
site/workation/

広島県福山市 ワーケーションふくやま
企業型 個人型

「ばらのまち」「デニムのまち」「瀬戸内のまち」
福山にはまちの多様な側面があります

問い合わせ先 企画政策課 TEL：084-928-1282 MAIL：kikaku@city.fukuyama.hiroshima.jp 28
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概要

◆社内でのワーケーション制度の導入について検討するため、実際に地方都市を訪

れてみたい企業を支援します。

◆制度導入のために事前視察される社員の旅費を長崎市が負担するほか、視察

行程の提案・現地案内を行います。

◆視察後も地元情報の提供など制度導入に向けてのサポートを行います。

◆全国有数の観光地である長崎市は宿泊施設や観光施設が充実し、民間の事

業者が設置したコワーキングスペース等が多くあり、ワーケーション制度導入の場と

して最適です。

実施
期間

2022年5月16日
～2023年2月28日

（予算がなくなり次第終了）

事業
種別

◆必要経費の助成
◆視察コーディネート等

URL お気軽にお問合せください

問い合わせ先 長崎市企画財政部移住支援室 E-mail: ijushien@city.nagasaki.lg.jp 電話：095-829-1249

長崎県長崎市 ワーケーション事前視察受入れ事業
企業型 個人型

視察先の提案
◼ 御社のワーケーション制度導入の目的などについてヒアリングします。
◼ 社内で具体的な検討ができるよう、市内の宿泊施設やコワーキングスペース等の施設、地元の関係団

体等、御社のニーズに沿った行程をご提案します。

視察先のご案内
◼ 事前にご提案した行程に基づき、ワーケーション関連の施設や地元の関係団体等をご案内、ご紹介い

たします。

アフター・
フォロー

◼ 御社のワーケーション制度の実施に向けて、引き続き地元情報の提供などのサポートを行います。

視察される社員の旅費(1人分、2泊3日想定)を長崎市が負担いたします
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概要

◆周遊型ワーケーションガイドブックでは、広域都市圏の滞在施設、お仕事環境、

観光、グルメ、地域住民を紹介しながら、これをつなぐツアーとして皆様に提案し

ています。よかテレワーク×余暇時間のように「よか」をキーワードに、市町のワー

ケーション要素をご紹介し、モデルコースも設定しています。

◆参加しやすい環境づくりのため、今年の秋には周遊型ワーケーションツアーを準備

し、受け入れを進めていきます。多様な魅力のある広域都市圏ですので、市町ご

とに、ワーケーションのテーマを設定し、ご紹介していきます

実施
期間

2022年 秋～

事業
種別

◆体験イベント等の開催
◆広域圏物産等のプレゼント
◆レンタカー料金割引

URL https://sasebokoiki.com/

問い合わせ先 佐世保市企画部 西九州させぼ移住サポートプラザ ☎0956-25-9251 mail：uji-turn@city.sasebo.lg.jp

長崎県佐世保市 西九州させぼ広域都市圏周遊型ﾜｰｹｰｼｮﾝﾂｱｰ受入事業

※「よか」とは、九州の方言で、「良い」「快適」「うらやましい」の意味です。

佐世保市を中心市として、平戸市、松浦市、西
海市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、小値賀町、
佐々町、新上五島町、佐賀県伊万里市、有田
町の１２の自治体が県堺を越えて「西九州させぼ
広域都市圏」を形成しています。

お仕事環境はもとより市町にはそれぞれに、歴史や
文化、体験、ローカルフードなど、週末を利用して、
楽しめるスポットにすぐに行けるということが、広域都
市圏の魅力です。

広域都市圏の魅力を発信しています！
広域都市圏

サイト

ガイドブック YouTube
Facebook
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概要

【パートナー企業への支援】
対象：宮崎市包括連携協定締結企業や市主催のツアー等で既に本市を訪れており、

2泊3日以上のワーケーションを宮崎市で予定している企業・団体。
支援：1人１泊3,000円の宿泊費補助。1企業5人以内、最大3泊まで。年2回まで。

【パートナー企業以外の支援】

対象：2泊3日以上のワーケーションを宮崎市で実施予定の企業・団体

支援：1人１泊3,000円の宿泊費補助。1企業5人以内、最大3泊まで。年1回まで。

※「パートナー企業の獲得」「利用者支援」共通事項

支援条件：宮崎市におけるワーケーション環境（ワーク環境、食、自然、体験など）や

観光などについてホームページやＳＮＳ等で発信してもらうこと。

(例)Instagram等…「#みやざきワーケーション」などハッシュタグをつけて投稿

YouTube…ワーケーションの様子などを投稿し、紹介してもらう など

今後、宮崎市観光協会のワーケーション特設サイトにて詳細公開予定

実施
期間

2022年７月中旬 ～2023年3月

事業
種別

必要経費（宿泊費）の助成

URL
https://workcation.miyazaki-
city.tourism.or.jp/

問い合わせ先 (公社) 宮崎市観光協会 電話：(0985)20-8658 E-mail：soumu@miyazaki-city.tourism.or.jp 

宮崎県宮崎市 令和4年度 宮崎WORK＆STAY推進事業
企業型 個人型
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概要

◆日向市とパーソルワークスデザイン(株)が取り組む、ワーケーションの定着に向けた

実証実験です。

◆令和４年４月～令和５年２月にかけて、ご希望の日程で実施時期を調整し、

ワーケーション体験をご提供します。

◆期間中は、ワーケーション専用施設「Surf Office」を無料でご利用いただけます。

◆現地滞在を全面サポートする公認ワーケーションコンシェルジュが、日向市ならで

はの地域プログラムをオーダーメイドでご提案します。

実施
期間

2022年4月19日
～ 2023年2月28日

事業
種別

◆体験イベント等の開催
◆必要経費の助成

URL
https://sub2.persol-
wd.co.jp/lp/workcation/hyugacit
y/

問い合わせ先 日向市商工港湾課 港湾・企業立地係（TEL:0982-66-1025）

宮崎県日向市 日向市ワーケーション推進事業
企業型 個人型

【日向市ワーケーションの特長】

◆眼下に日向灘を一望できる抜群のロケーショ

ンにあるワーケーション専用オフィスで集中して

仕事ができます。

◆全国でも「サーフィンの聖地」として有名な日

向市で、サーフィン体験を満喫できます。ス

クールも充実しており、初心者でも安心です。

◆耕作放棄地を活用した農業体験をはじめ、

山や海などの大自然でのSDGｓ型ワーケー

ションも展開中です。

◆市内保育施設と連携した親子ワーケーション

も対応しています。
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